
   
   

いよいよ後期がスタートし、今年度も折り返し地点を過ぎました。 

最近はすっかり秋も深まり、朝晩には寒さを感じるようになりました

が、日中はまだ夏日となる日もあります。寒暖差で体調をくずさないよう、

ジャージを脱ぎ着するなど衣服で調節するようにしましょう。 

 

 

 

 

 

毎年１0月 10日は、「目の愛護デー」です。人が得る情報の８割は、目

から入ると言われており、起きている間中、目は絶えず働いています。最近

はテレビだけでなく、パソコンやタブレット、スマホなど液晶画面を見る機

会が多くなり、昔に比べて、目には大きな負担がかかっています。 

「愛護」とは、『かわいがり、大事にすること』を言います。日ごろ負担

をかけている目に感謝し、目に優しい生活を心がけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視力が低下したまま過ごしていると、目を細めて見るくせがつき、目つきが悪くなることもあります。 

黒板の文字がぼやけるなど見づらいなと感じたときには、早めに眼科へ行くようにしましょう。 
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授業中、正しい姿勢が保てていますか？ 校内を回っていると、姿勢がくずれてしまっている人を見か

けます。 姿勢は「習慣」です。日ごろの積み重ねが姿に現れます。ついくずれてしまうという人は、ま

ずは授業時間だけでも意識を継続させることを目標に始めてみましょう。最初は苦痛でも、それが習慣

となってしまえばなんてことないはずです。 

 

  

  

 

 

 

 

座っている時、背中が丸まってはいま

せんか？ましてや、ほおづえをついたり、

イスをぐらぐらと前後に揺らしたり、ふ

んぞり返ったような姿勢になっていた

りするなんて、もってのほかです。 

人の話を聞く時の姿勢は、意識できている人が多いのですが、書く時に姿勢がくずれてしまい、机と顔

の距離が近くなっている人が多くいるので、書くときの姿勢にも注意を払ってみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユニセフなどの水と衛生の問題に取り組む国際機関等によって 10月 15日は、「世界手洗いの日」と

定められています。この日を中心に世界各国で石けんを使った正しい手洗いを広める活動が行われてい

ます。「手洗い」は自分でできる最もシンプルで、最も重要な感染予防対策です。 

日本は、きれいな水が自由に使え、水道に石けんが置かれている所も多く、とても恵まれた衛生環境

にあります。この環境に感謝しつつ、自分で自分を守ることにつながる「手洗い」をていねいに行うよう

にしましょう。 

インフルエンザや新型コロナウイルスはもちろん、アルコールが効かないノロウイルスにも「手洗い」

は効果的です。 
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